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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第63期中 第64期中 第65期中 第63期 第64期

会計期間
自　2020年４月１日

至　2020年９月30日

自　2021年４月１日

至　2021年９月30日

自　2022年４月１日

至　2022年９月30日

自　2020年４月１日

至　2021年３月31日

自　2021年４月１日

至　2022年３月31日

売上高 (千円) 420,138 586,981 622,216 1,153,247 1,196,298

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △102,665 12,196 927 43,482 18,283

中間（当期）純利益又は
中間純損失(△)

(千円) △104,041 7,472 704 23,102 14,836

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 910,900 910,900 10,000 910,900 910,900

発行済株式総数 (株) 1,573 1,573 1,573 1,573 1,573

純資産額 (千円) 1,947,780 1,224,596 1,232,664 2,074,923 1,231,960

総資産額 (千円) 2,999,367 3,202,471 3,271,627 3,178,351 3,224,776

１株当たり純資産額 (円) 1,238,258 778,510 783,639 1,319,087 783,191

１株当たり中間（当期）
純利益又は中間純損失
(△)

(円) △66,142 4,750 447 14,686 9,431

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.94 38.24 37.68 65.28 38.20

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △29,685 72,224 107,086 170,645 47,125

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △49,123 △37,312 △156,437 △53,704 △84,610

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △845 △1,623 △651 △1,921 △1,988

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 517,385 745,347 622,574 712,060 672,576

従業員数 (名) 78 71 76 73 72

(ほか、平均臨時雇用者
数)

 （64） （68） （71） （68） （67）
 

(注) １　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては、記載しておりません。

２　「持分法を適用した場合の投資利益」については、当社に関連会社が存在しておりませんので、記載してお

りません。

３　「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第64期の期首から適用してお

り、第64期中及び第64期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準を適用した後の指標等と

なっております。

EDINET提出書類

株式会社　大利根カントリー倶楽部(E04613)

半期報告書

 2/34



 

２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

2022年９月30日現在

従業員数(名) 76 ( 71 )
 

(注)　１　従業員数は当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当中間会計期間の平均雇用人数であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　　　　　４　当社は、単一事業であるため、区分せず記載しております。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は良好であります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　当中間会計期間において、当社の経営方針・経営戦略又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な

指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあ

りません。

 
２ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当

社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要な

リスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績等の状況の概要

　　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績」という。）の状

況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

第65期半期の事業概況につきましてご報告申し上げます。

当中間会計期間は、新型コロナウイルス感染症の影響が和らいできており、来場者数は回復傾向で、当中間会計

期間の来場者数は29,467名で前年同期比2,543名（9.4％）増加いたしました。売上高は、来場者数の増加等により

622,216千円で前年同期比35,235千円（6.0％）増加いたしました。売上原価は、454,752千円で前年同期比27,672千

円（6.5％）増加となり、売上総利益167,463千円で前年同期比7,562千円（4.7％）増加となりました。販売費及び

一般管理費については、168,086千円で前年同期比18,911千円（12.7％）増加となり、営業損失は622千円（前年同

期は10,726千円の営業利益）となりました。また営業外収益1,850千円、営業外費用300千円をそれぞれ計上し、927

千円の経常利益で前年同期11,268千円（92.4％）減少となり、中間純利益は704千円で前年同期6,768千円

（90.6％）減少となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フロー

107,086千円、投資活動によるキャッシュ・フロー△156,437千円、財務活動によるキャッシュ・フロー△651千円に

より50,002千円減少し、当中間会計期間末残高は622,574千円（前事業年度比7.4％減少）となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において営業活動による資金の増加は107,086千円と前年同期比34,862千円の増加となりました。

これは主に、前受収益の増加60,715千円、会員預り金の受入による収入の増加額21,000千円等によるものです。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において投資活動による資金の減少は156,437千円と前年同期比119,125千円の増加となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出156,740千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間会計期間において財務活動による資金の減少は651千円と前年同期比972千円の減少となりました。これは

ファイナンス・リース債務の返済による支出によるものです。
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③営業の状況

　a 売上実績

 

月別
グリーン
フィ収入
(千円)

サービス
収入
(千円)

諸経費
収入
(千円)

キャディ
料収入
(千円)

売店売上
収入
(千円)

食堂売上
収入
(千円)

その他
(千円)

会員登録
料収入
（千円）

年会費収
入

(千円)

年間ロッ
カーフィ収

入
(千円)

計
(千円)

2022年４月 30,065 1,746 15,306 20,862 3,424 11,724 1,354 14,327 8,290 442 107,544

2022年５月 29,016 1,825 15,847 21,621 3,532 11,441 1,486 14,527 8,290 375 107,964

2022年６月 33,174 1,612 16,259 21,850 3,599 13,002 1,829 15,527 8,290 375 115,521

2022年７月 27,155 1,370 15,620 21,565 3,374 11,305 1,174 16,927 8,290 378 107,162

2022年８月 19,211 1,326 12,373 17,324 2,346 7,577 1,021 13,927 8,290 381 83,779

2022年９月 25,956 1,832 15,938 21,470 3,116 10,793 1,220 11,602 7,952 360 100,243

合計 164,580 9,713 91,346 124,695 19,395 65,845 8,086 86,840 49,402 2,311 622,216

１ヵ月平均 27,430 1,618 15,224 20,782 3,232 10,974 1,347 14,473 8,233 385 103,702

前年同期増減
(△は減少)

25,869 797 8,024 8,510 1,313 11,636 △18,699 △2,050 △337 18 35,235
 

(注)１　会員登録料収入、年会費及び年間ロッカーフィ収入については、サービスの提供期間にわたり収益を認識して

　　　　おります。

 　　２　その他には日本女子OP協力金等を計上しております。

 
 b 利用実績

 

月別
メンバー
(人)

ゲスト
(人)

計
(人)

2022年４月 2,672 2,277 4,949

2022年５月 2,951 2,141 5,092

2022年６月 2,641 2,605 5,246

2022年７月 2,328 2,713 5,041

2022年８月 2,010 1,984 3,994

2022年９月 2,416 2,729 5,145

合計 15,018 14,449 29,467

比率 51.0％ 49.0％ 100％

前年同期増減(△は減少) 208 2,335 2,543
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（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　　　経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　　なお、文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

①重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、我が国において、一般に公正妥当と認められている会計基準に基づいて作成されてお

ります。この中間財務諸表の作成に当たりまして、重要な会計方針及び見積りにつきましては、十分検討して作

成しております。

②当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

（資産の部）

当中間会計期間末の資産の部は、流動資産は1,162,420千円と前事業年度末と比較し63,465千円減少となりまし

た。これは主に、現金及び預金が50,002千円、受取手形、売掛金及び契約資産が8,438千円それぞれ減少したこと

等によるものです。次に、固定資産は2,109,206千円と前事業年度末と比較し110,316千円の増加となりました。

これは主に、固定資産の取得による増加110,065千円があったこと等によるものです。

（負債の部）　

当中間会計期間末の負債の部は、流動負債は1,061,839千円と前事業年度末と比較し36,998千円増加となりまし

た。これは主に、買掛金が16,215千円減少したものの、前受収益が60,715千円増加したこと等によるものです。

次に、固定負債は977,123千円と前事業年度末と比較し9,147千円の増加となりました。これは主に、会員預り金

が9,300千円増加したこと等によるものです。

（純資産の部）

当中間会計期間末の純資産の部は、資本金については今後の財政内容の健全化を図ることを目的として、会社

法第447条第１項の規定に基づき、株主総会特別決議により無償減資として資本金の額910,900千円を900,900千円

減少して10,000千円とし、減少した額をその他資本剰余金に振り替えました。

また、会員登録料の会計方針（新収益認識基準の適用）により、繰越利益剰余金に減少が生じ、欠損が生じま

したので、会社法第452条の規定に基づき、株主総会決議により欠損補填のため、別途積立金597,839,652円を繰

越利益剰余金に振り替えました。

結果、全体としては1,232,664千円と前事業年度末と比較し704千円増加となりました。これは、利益剰余金が

704千円増加したことによるものです。

経営成績及びキャッシュ・フローの状況については「第２　事業の状況　３　経営者による財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況の分析　（１）経営成績等の状況の概要」をご参照ください。

経営成績に重要な影響を与える要因については、「第２　事業の状況　２　事業等のリスク」をご参照くださ

い。

当社の事業であるゴルフ場業界は、景気の変動、若者のゴルフ離れやプレーヤーの高齢化等の構造的な問題、

台風や異常気象といった天候、また、新型コロナウイルス感染症のような流行感冒症の影響が業績に大きく影響

を与えます。このような状況の中、継続的に行っている来場促進策や良好なコースコンディションを提供するこ

とで来場者を確保し、健全経営体制を確立するように努めております。

③資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　当社の運転資金需要のうち主なものは、設備の更新、一般管理費等の営業費用であります。

　当社は、事業上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としており、運転資金は現状、

自己資金を基本としております。

 

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

　前事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。また、当中間会計期間に

おいて、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,600

計 1,600
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年12月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,573 1,573 非上場 （注）１、２、３

計 1,573 1,573 ―  
 

（注）１　単元株制度を採用しておりません。

　　２　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　３　株式の譲渡制限に関する規定は次の通りです。

    当会社の発行する全部の株式について、会社法第107条第１項第１号に定める内容（いわゆる譲渡制限）を定

めており、当該株式の譲渡又は取得について取締役会の承認を要する旨を定款第９条において定めておりま

す。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
　

(千円)

資本金残高
　

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年８月18日

（注１）
― 1,573 △900,900 10,000 ― 114,900

 

（注１）資本金の減少は減資によるものであり、会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金を減少し、その他

　　　　資本剰余金へ振り替えたものであり、減資割合は98.90％であります。
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(5) 【大株主の状況】

2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東京瓦斯株式会社 東京都港区海岸　１－５－20 20 1.28

株式会社アドヴァン 東京都渋谷区神宮前　４－32－14 12 0.77

株式会社電通 東京都港区東新橋　１－８－１電通本社ビル 11 0.70

飯野海運株式会社
東京都千代田区内幸町　２－１－１
飯野ビルディング

10 0.64

東武鉄道株式会社 東京都墨田区押上　１－１－２ 7 0.45

ENEOS株式会社 東京都千代田区大手町　１－１－２ 4 0.25

中国塗料株式会社
東京都千代田区霞が関　３－２－６東京倶楽
部ビルディング

4 0.25

NX商事株式会社 東京都港区海岸　１－14－22 4 0.25

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内　２－３－１ 4 0.25

株式会社INPEX 東京都港区赤坂５－３－１(赤坂Bizタワー) 4 0.25

計 － 80 5.09
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2022年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,573
 

1,573
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,573 ― ―

総株主の議決権 ― 1,573 ―
 

 

② 【自己株式等】

2022年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(2022年４月１日から2022年９月30日ま

で)の中間財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により中間監査を受けております。

 
３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当中間会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,122,576 1,072,574

  受取手形、売掛金及び契約資産 47,229 38,791

  棚卸資産 20,111 24,761

  その他 35,968 26,293

  流動資産合計 1,225,885 1,162,420

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 380,047 372,103

   構築物（純額） 936,529 928,994

   土地 532,442 532,442

   その他（純額） 78,513 204,058

   有形固定資産合計 ※1  1,927,533 ※1  2,037,598

  無形固定資産 769 1,056

  投資その他の資産   

   投資有価証券 70,253 70,217

   その他 333 333

   投資その他の資産合計 70,587 70,551

  固定資産合計 1,998,890 2,109,206

 資産合計 3,224,776 3,271,627

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 59,150 42,935

  未払金 55,350 46,041

  リース債務 1,274 2,233

  未払法人税等 1,228 537

  賞与引当金 13,143 13,126

  前受収益 854,926 915,641

  その他 ※2  39,765 ※2  41,323

  流動負債合計 1,024,840 1,061,839

 固定負債   

  退職給付引当金 88,595 85,525

  役員退職慰労引当金 7,814 8,519

  資産除去債務 4,287 4,287

  長期前受収益 131 24

  会員預り金 862,300 871,600

  長期リース債務 4,847 7,167

  固定負債合計 967,975 977,123

 負債合計 1,992,816 2,038,962
 

 

EDINET提出書類

株式会社　大利根カントリー倶楽部(E04613)

半期報告書

11/34



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当中間会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 910,900 10,000

  資本剰余金   

   資本準備金 114,900 114,900

   その他資本剰余金 ― 900,900

   資本剰余金合計 114,900 1,015,800

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    別途積立金 804,000 206,160

    繰越利益剰余金 △597,839 704

   利益剰余金合計 206,160 206,864

  株主資本合計 1,231,960 1,232,664

 純資産合計 1,231,960 1,232,664

負債純資産合計 3,224,776 3,271,627
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当中間会計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 586,981 622,216

売上原価 ※１  427,080 ※１  454,752

売上総利益 159,901 167,463

販売費及び一般管理費 ※１  149,174 ※１  168,086

営業利益又は営業損失（△） 10,726 △622

営業外収益 1,470 1,850

営業外費用 ― 300

経常利益 12,196 927

特別利益 ― 627

特別損失 277 314

税引前中間純利益 11,919 1,241

法人税、住民税及び事業税 4,446 537

中間純利益 7,472 704
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 2021年４月１日至 2021年９月30日)　

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 910,900 114,900 114,900 804,000 245,123 1,049,123 2,074,923 2,074,923

会計方針の変更によ

る累積的影響額
    △857,800 △857,800 △857,800 △857,800

会計方針の変更を反映

した当期首残高
910,900 114,900 114,900 804,000 △612,676 191,323 1,217,123 1,217,123

当中間期変動額         

中間純利益     7,472 7,472 7,472 7,472

当中間期変動額合計 ― ― ― ― 7,472 7,472 7,472 7,472

当中間期末残高 910,900 114,900 114,900 804,000 △605,203 198,796 1,224,596 1,224,596
 

 

 当中間会計期間(自 2022年４月１日至 2022年９月30日)　

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 910,900 114,900 ― 114,900 804,000 △597,839 206,160 1,231,960 1,231,960

当中間期変動額          

減資 △900,900 ― 900,900 900,900 ― ― ― ― ―

欠損填補     △597,839 597,839 ― ― ―

中間純利益      704 704 704 704

当中間期変動額合計 △900,900 ― 900,900 900,900 △597,839 598,543 704 704 704

当中間期末残高 10,000 114,900 900,900 1,015,800 206,160 704 206,864 1,232,664 1,232,664
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当中間会計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 11,919 1,241

 減価償却費 37,709 41,380

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,680 △3,069

 賞与引当金の増減額（△は減少） 259 △16

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 704 704

 受取利息 △105 △105

 固定資産売却益 ― △627

 固定資産廃棄損 277 314

 売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 3,122 8,438

 棚卸資産の増減額（△は増加） 1,230 △4,650

 仕入債務の増減額（△は減少） △43,005 △16,215

 未払消費税等の増減額（△は減少） △13,588 739

 前受金の増減額（△は減少） 1,100 1,120

 前受収益の増減額（△は減少） 50,436 60,715

 その他 9,258 6,371

 小計 61,997 96,338

 利息の受取額 141 141

 会員預り金の受入による収入 30,000 21,000

 会員預り金の返還による支出 △12,000 △11,700

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △7,914 1,307

 営業活動によるキャッシュ・フロー 72,224 107,086

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △50,000 △50,000

 定期預金の払戻による収入 50,000 50,000

 有形固定資産の取得による支出 △37,312 △156,740

 有形固定資産の売却による収入 ― 627

 無形固定資産の取得による支出 ― △324

 投資活動によるキャッシュ・フロー △37,312 △156,437

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1,623 △651

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,623 △651

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 33,287 △50,002

現金及び現金同等物の期首残高 712,060 672,576

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  745,347 ※1  622,574
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１  資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

(2) 棚卸資産

  最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

 

２  固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

  定率法によっております。

 ただし、構築物及び1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備については、法人税法に定める定額法を採用しております。

  なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

  建物及び構築物

 10年～65年

  機械装置及び車両運搬具

 ２年～17年

  工具器具備品

 ３年～20年

 

  なお、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づき３年間で均等償却を行っ

ております。

(2) 無形固定資産(リース資産を除く）

  定額法によっております。

  なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用しておりま

す。

(3) リース資産

  所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

  リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。
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３  引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

  従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当中間会計期間の負担額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

　退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しております。

(3) 役員退職慰労引当金

  役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく中間期末要支給額を計上しております。

 

４　収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する

通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

(1)グリーンフィ収入

 ゴルフ場の利用サービスを提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(2)サービス料収入

 ゲストへのロッカーの貸与等のサービスを提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(3)諸経費収入

 施設の利用サービス等を提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(4)キャディ料金収入

 キャディサービスを提供しており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(5)売店売上収入

 物品の販売を行っており、販売を行った時点で収益を認識しております。

(6)食堂売上収入

 食事の提供を行っており、提供を行った時点で収益を認識しております。

(7)その他の営業収入

 ゴルフ利用に関するその他のサービス提供を行っており、サービス提供を行った時点で収益を認識しております。

(8)会員登録料収入

会員登録料収入は、会員資格に基づいた将来のサービスに対する対価の前払と考え、対応する期間にわたり収益を

認識しております。

(9)年会費収入

 会員の年会費については、当該年会費に対応した期間にわたり収益を認識しております。

(10)年間ロッカーフィ収入

 会員へのロッカーの貸与を行っており、当該使用期間にわたり収益を認識しております。

 
５ 中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

  手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還日の到来する短期投資からなっております。

 

EDINET提出書類

株式会社　大利根カントリー倶楽部(E04613)

半期報告書

17/34



 

(中間貸借対照表関係)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

 
前事業年度

(2022年３月31日)
当中間会計期間
(2022年９月30日)

有形固定資産の

減価償却累計額
2,477,508千円 2,508,120千円

 

※２　消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

 

(中間損益計算書関係)

※１　減価償却実施額は、次のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当中間会計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

有形固定資産 37,159千円 41,342千円

無形固定資産 549 〃 37 〃
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 1,573 ― ― 1,573
 

 

　　

 

２　自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 1,573 ― ― 1,573
 

 

　　

 

２　自己株式に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

　　　該当事項はありません。

 

(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 
前中間会計期間

(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当中間会計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

現金及び預金 1,195,347千円 1,072,574千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △450,000 〃 △450,000 〃

現金及び現金同等物 745,347千円 622,574千円
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(金融商品関係)

１　金融商品の時価等に関する事項

　　中間貸借対照表計上額（貸借対照表計上額）、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

 

前事業年度（2022年３月31日）

区　分 貸借対照表計上額（千円） 時　価（千円） 差　額（千円）

(1)有価証券及び投資有価証券    

満期保有目的の債券 70,253 70,980 726

資産計 70,253 70,980 726

(1)会員預り金 862,300 856,168 △6,131

負債計 862,300 856,168 △6,131
 

(※１)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

　　　ものであることから、記載を省略しております。

 
当中間会計期間（2022年９月30日）

区　分 中間貸借対照表計上額（千円） 時　価（千円） 差　額（千円）

(1)有価証券及び投資有価証券    

満期保有目的の債券 70,217 70,903 685

資産計 70,217 70,903 685

(1)会員預り金 871,600 859,975 △11,624

負債計 871,600 859,975 △11,624
 

(※１)「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

　　　ものであることから、記載を省略しております。
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２　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類して

おります。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の

対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイ

ンプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　　　　　　　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが

　　　　　　　　それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類してお

　　　　　　　　ります。

 
(1) 時価で中間貸借対照表（貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度(2022年３月31日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券     
　満期保有目的の債券     
　国債・地方債等 70,980 ― ― 70,980

資産計 70,980 ― ― 70,980

会員預り金 ― ― 856,168 856,168

負債計 ― ― 856,168 856,168
 

 

当中間会計期間(2022年９月30日)

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券     
　満期保有目的の債券     
　国債・地方債等 70,903 ― ― 70,903

資産計 70,903 ― ― 70,903

会員預り金 ― ― 859,975 859,975

負債計 ― ― 859,975 859,975
 

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

有価証券及び投資有価証券

国債は相場価格を用いて評価しております。国債は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に

分類しております。

 
会員預り金

将来キャッシュ・フローと返還期日までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定して

おり、レベル３の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

１　満期保有目的の債券

前事業年度(2022年３月31日)

区　分 種類
貸借対照表計上額

(千円)
時価(千円) 差額(千円)

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの

国債・地方債等 70,253 70,980 726

合計 70,253 70,980 726
 

 

当中間会計期間（2022年９月30日）

区　分 種類
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価(千円) 差額(千円)

時価が中間貸借対照表計
上額を超えるもの

国債・地方債等 70,217 70,903 685

合計 70,217 70,903 685
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(資産除去債務関係)

当該資産除去債務の総額の増減

 
前事業年度

(自　2021年４月１日 
 至　2022年３月31日)

当中間会計期間
(自　2022年４月１日 
 至　2022年９月30日)

期首残高 4,287千円 4,287千円

有形固定資産の取得に伴う増加額 ― ―

資産除去債務の履行による減少額
（△）

― ―

時の経過による調整額 ― ―

中間期末（期末）残高 4,287千円 4,287千円
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(収益認識関係)

１　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前中間会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

 

 売上区分

グリーンフィ
収入

サービス収入 諸経費収入
キ ャ デ ィ
フィ収入

売店売上収入 食堂売上収入

一時点で移転される財及
びサービス

138,710 8,916 83,321 116,184 18,081 54,208

一定の期間にわたり移転
される財及びサービス

― ― ― ― ― ―

顧客との契約から生じる
収益

138,710 8,916 83,321 116,184 18,081 54,208

外部顧客への売上高 138,710 8,916 83,321 116,184 18,081 54,208
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 

 売上区分

合計その他の営業
収入

会員登録料収入 年会費収入
年 間 ロ ッ
カーフィ収
入

一時点で移転される財及
びサービス

26,786 ― ― ― 446,209

一定の期間にわたり移転
される財及びサービス

― 88,890 49,588 2,293 140,771

顧客との契約から生じる
収益

26,786 88,890 49,588 2,293 586,981

外部顧客への売上高 26,786 88,890 49,588 2,293 586,981
 

 

　当中間会計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：千円）

 

 売上区分

グリーンフィ
収入

サービス収入 諸経費収入
キ ャ デ ィ
フィ収入

売店売上収入 食堂売上収入

一時点で移転される財及
びサービス

164,580 9,713 91,346 124,695 19,395 65,845

一定の期間にわたり移転
される財及びサービス

― ― ― ― ― ―

顧客との契約から生じる
収益

164,580 9,713 91,346 124,695 19,395 65,845

外部顧客への売上高 164,580 9,713 91,346 124,695 19,395 65,845
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

 

 売上区分

合計その他の営業
収入

会員登録料収入 年会費収入
年 間 ロ ッ
カーフィ収
入

一時点で移転される財及
びサービス

8,086 ― ― ― 483,662

一定の期間にわたり移転
される財及びサービス

― 86,840 49,402 2,311 138,553

顧客との契約から生じる
収益

8,086 86,840 49,402 2,311 622,216

外部顧客への売上高 8,086 86,840 49,402 2,311 622,216
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２　収益を理解するための基礎となる情報

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針）４　収益及び費用の計上基

準」に記載のとおりであります。

 
３　顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会計年度末

　　において存在する顧客との契約から、当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

　　る情報

 
（1）契約資産及び契約負債の残高等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
 

前事業年度 当中間会計期間

期首残高 期末残高 期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権     

　売掛金 45,347 47,229 47,229 38,791

契約負債     

　前受収益 857,849 854,926 854,926 915,641
 

　契約負債は、主に、入会に際する会員登録料について、会員登録料は会員資格に基づいた将来のサービスに対する前

払いと考え、10年間にわたり収益認識するものであります。契約負債は収益の認識に伴い取り崩されます。

　前中間会計期間に認識された収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、84,515千円でありま

す。

　当中間会計期間に認識された収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、83,565千円でありま

す。
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（2）残存履行義務に配分した取引価格

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 前事業年度

2023年３月期 167,236

2024年３月期 148,890

2025年３月期 129,890

2026年３月期以降 408,910

合計 854,926
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 当中間会計期間

2023年３月期下期 143,487

2024年３月期 164,332

2025年３月期 148,476

2026年３月期以降 459,345

合計 915,641
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセグメント

がないため、セグメント情報は記載しておりません。

 

【関連情報】

前中間会計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１　製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 

２　地域ごとの情報

(1)売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2)有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載はありま

せん。

 

当中間会計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 

２　地域ごとの情報

(1)売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2)有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　大利根カントリー倶楽部(E04613)

半期報告書

27/34



 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載はありま

せん。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前事業年度

(2022年３月31日)
当中間会計期間

(2022年９月30日)

（１）１株当たり純資産額 783,191円 783,639円

　（算定上の基礎）   

　純資産の部の合計額（千円） 1,231,960 1,232,664

　純資産の部の合計額から控除する金額（千円） ― ―

　普通株式に係る中間期末（期末）の純資産額（千円） 1,231,960 1,232,664

　普通株式の発行済株式数（株） 1,573 1,573

　普通株式の自己株式数（株） ― ―

1株当たり純資産額の算定に用いられた中間期末（期末）の
普通株式の数（株）

1,573 1,573

 

 

項目
前中間会計期間

(自　2021年４月１日
至　2021年９月30日)

当中間会計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年９月30日)

(２）１株当たり中間純利益金額 4,750円 447円

（算定上の基礎）   

中間純利益金額（千円） 7,472 704

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益金額(千円) 7,472 704

普通株式の期中平均株式数(株) 1,573 1,573
 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
(2)【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

　(1) 有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度　第64期(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)2022年６月30日関東財務局長に提出。

 
（2）訂正有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度　第64期(自　2021年４月１日　至　2022年３月31日)2022年７月12日関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

 

　

2022年12月28日

株式会社　大利根カントリー倶楽部

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上　　原　　義　　弘  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　村　　俊　　之  

 

中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社大利根カントリー倶楽部の2022年４月１日から2023年３月31日までの第65期事業年度の中間会計期間(2022

年４月１日から2022年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本

等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社大利根カントリー倶楽部の2022年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

（2022年４月１日から2022年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示して

いるものと認める。

 
中間監査意見の根拠

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 　

中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断

される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意

見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部

が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分

析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価　の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示

に関連する内部統制を検討する。
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・経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務

諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した

監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基

礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

(注) １．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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